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研究成果の概要（和文）：日本の太平洋系群カタクチイワシは、1990年代の資源量急増に伴って、親潮系冷水域で産卵
する群を形成した。親潮系冷水域産卵群の繁殖生態と初期生態を調べた結果、カタクチイワシは季節的昇温によって東
北･北海道沖の冷水域に夏季に出現する産卵適水温帯で、集中的に産卵することがわかった。孵化した仔魚は南西に向
かう流れによって東北沿岸域へと輸送されて資源へ加入すると考えられた。この加入群は、黒潮続流によって運ばれて
くる黒潮系暖水域生まれた群と、津軽海峡を通って来遊する対馬暖流系群と混在して太平洋北区のカタクチイワシ資源
を構成しており、資源量変動はこれら3群の構成比率の変動を伴って起こることがわかった。

研究成果の概要（英文）：The Pacific stock of Japanese anchovy increased in stock abundance in the 1990s 
and produced a substock spawns in the Oyashio-associated cold water area off northern Japan. This study 
investigated reproductive and early life ecology of the substock in the cold water area. The substock 
spawns in the warm surface water in a short summer period. Hatched larvae are to be transported 
southwestward to the coastal waters off northern Japan and recruited to the substock. The Pacific stock 
of anchovy is composed of the 3 substocks, the one spawned in the cold water area, the one immigrated 
from the Kuroshio waters, and the one from the Sea of Japan through the Tsugaru Strait. Fluctuation of 
the stock abundance is associated with the variation in composition of the 3 substocks.

研究分野：資源生態学

キーワード： カタクチイワシ　親潮系冷水域　繁殖生態　初期生態　加入量変動
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１．研究開始当初の背景 
(1) 日本の太平洋側海域に分布するカタク
チイワシ（太平洋系群）の 200 海里水域内
資源量は 1990年代末に 100万トンを超え、
漁獲量は 1980 年代の平均 6.5 万トンから
1990年代後半以降の 26万トンへと 4倍に
増加した。近年の太平洋系群の年間総産卵
量は 1980 年代のマイワシ産卵量水準を超
えて 1016粒に達し１）、公海を含めた資源量
はきわめて大きいと推定される。漁獲量の
増加は犬吠埼以北の太平洋北区で顕著で、
1980年代の 0.8万トントンから 1990年代
には 8.8 万トンへと 10 倍以上に増加し、太
平洋中区と南区の合計漁獲量が 5.8 万トン
から 9.7 万トンへと 2 倍以下の増加にとど
まったことと対照的であった。 
 
(2) 太平洋の温帯域に分布するカタクチイ
ワシ類資源は、日本の黒潮親潮域（1960
年以降の漁獲量は 4－39 万トン）、北米西
岸のカリフォルニア海流域（0.4－42 万ト
ン）、南米西岸のフンボルト海流域（9－
1305 万トン）において、海洋生態系のレジ
ームシフトにともなって同期的に自然変動
し、マイワシ類との間で卓越魚種の交替を
繰り返している２）。黒潮親潮域では、資源
の量的変動に伴って黒潮系暖水域から親潮
系冷水域へと海洋前線を越えて分布域が拡
大･縮小する。 
 
(3) 黒潮続流以北の移行域～親潮域で、
1950･60年代の資源量高水準期にはカタク
チイワシ卵・仔稚魚が大量に採集されたが
３）、1980 年代の低水準期には採集されなく
なった。1990 年代以降の高水準期になると
再び卵や仔魚がまとまって採集され１）、産
卵直後の親魚も採集された４）。これらの知
見から、本研究ではカタクチイワシが資源
量高水準期に親潮系冷水域へ分布域を拡大
するのみならず、この海域を産卵場として
利用する「親潮系冷水域産卵群」を発生さ
せると考えた。カタクチイワシ科魚類は熱
帯･亜熱帯性の分類群で、日本の太平洋岸の
カタクチイワシも、通常は東シナ海～中部
日本沖の黒潮系暖水域に産卵場を形成する。

ところが、資源量が増大すると産卵場を北
方へと拡大し、「親潮系冷水域産卵群」を新
たに発生させると思われる。このような産
卵場形成の柔軟性は魚類の繁殖生態として
きわめて特異的であり資源生態学的に興味
深い。 
 
(4) 西日本～中部日本の黒潮系暖水域にお
けるカタクチイワシの資源生態学的研究は
多く、これらの海域における生物特性や生
活史については、野外観察５）や室内実験６）

によって詳しく調べられている。これに対
して、資源量高水準期に漁獲量の約 50％を
占める親潮系冷水域のカタクチイワシ群に
ついての研究の歴史は浅く、変態期稚魚の
生態と資源加入の関係７）が近年解明され始
めた段階で、生物特性や生活史の全体像は
不明である。黒潮系暖水域のカタクチイワ
シは 15℃以上で産卵可能とされるが、親潮
系冷水域では近年産卵直後の親魚が東北沖
の 5～13℃の海域で採集される４）。両海域
では成熟･産卵生態が大きく異なることが
想定されるが、その実態は不明である。ま
た、親潮系の低水温海域で産み出された仔
稚魚の生態についても、卵仔魚が夏季に東
北沖に出現することを除くと、初期生活史
を通した成長や生残過程などはわかってい
ない。 
 
２．研究の目的 
(1) 本研究は、「親潮系冷水域産卵群」の実
態を把握し、黒潮系の暖水性種であるカタ
クチイワシが親潮系冷水域で再生産する群
を発生させるしくみを明らかにすることを
目的とする。その上で、冷水域産卵群の形
成に伴う資源構造の変化という視点からカ
タクチイワシ資源の量的変動のしくみを解
明し、その保全と合理的利用の生態学的基
礎知見を得る。 
 
３．研究の方法 
(1) 1960 年代の資源量高水準期以降の 50
年間について、「親潮系冷水域産卵群」の産
卵場分布と海洋環境の経年変動、および親
魚の生物特性の経年変動を遡及的に解析す
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る。現在の「親潮系冷水域産卵群」につい
て、繁殖生態と初期生態および資源加入生
態を調査･解析して 4～5年分のデータセッ
トを得る。遡及解析と生態調査の結果から
得られる「親潮系冷水域産卵群」の生態特
性と変動特性を、知見の蓄積が多い「黒潮
系暖水域産卵群」およびカリフォルニア海
流域の「北米西岸湧昇域産卵群」と対照し
て、「親潮系冷水域産卵群」の量的変動のし
くみとレジームシフトに対する応答過程を
解明する。 
 
(2) 本研究では、「親潮系冷水域産卵群」の
繁殖特性を理解する仮説として、『その時々
のエネルギー摂取（income）に依存してほ
ぼ周年繁殖投資する income breeder とし
ての「黒潮系暖水域産卵群」に対して、資
源量高水準期に新たに形成される「親潮系
冷水域産卵群」は、春季ブルーミング期に
おける多量のエネルギー蓄積（capital）を
夏季の短い産卵期に集中して繁殖投資する
capital breeder としての性質を持つ』と考
える。「親潮系冷水域産卵群」が、capital 
breeder としての特性を持つかという視点
からこの仮説を検証する。その上で、
income breeder と capital breeder の 2 群
からなるカタクチイワシ太平洋系群におけ
る資源量変動と資源構造変化の関係を理解
し、カタクチイワシ資源の保全と合理的利
用方策の生態学的基礎とする。 
 
４．研究成果 
(1) カタクチイワシの分布回遊域と産卵場
は、資源量の増減に伴って黒潮域から親潮
域の範囲で拡大縮小する。特に海洋学的性
質が大きく異なる黒潮域から親潮域への産
卵場拡大は、小型浮魚類のなかでもカタク
チイワシに特異的な繁殖生態である。そこ
で、親潮域、黒潮域、対馬暖流域、瀬戸内
海域における調査を同一時期に行い、繁殖
生態を海域間で比較した。黒潮域の相模湾、
対馬暖流域の若狭湾、瀬戸内海東部燧灘、
親潮域の道東・千島列島沖、対馬暖流域北
海道の石狩湾で、2009 年 5 月～2010 年 11
月に標本を採集した。相模湾では、春季に

出現する産卵親魚は体長約 120 mmと大型
で、1600～4600／尾の卵黄蓄積後期卵母細
胞を持っていた。これに対して秋季の親魚
は体長 70 mm と小型で、卵母細胞数も約
500／尾と少なかった。1･2 月を除いてほ
ぼ周年産卵親魚が出現した。若狭湾でも燧
灘でも春季に大型の親魚が出現したが、秋
季の小型化はより顕著で、若狭湾における
最小成熟個体は 41.7 mm、卵巣重量 0.1 g
で GSI ＜1.5という小さい卵巣に少数の成
熟卵母細胞を持ち 11 月まで産卵活動を継
続した。これに対して道東海域と石狩湾で
は、6、7 月に体長 120 mm を超える大型
親魚が出現し、GSI＞7.0 と高く 18000／尾
の成熟卵母細胞を持っていたが、9 月には
GSI が 0.2 と極端に低下し、産卵期が夏季
の短期間に限られていた。このように、日
本周辺のカタクチイワシは海域によって多
様な繁殖特性を示した。黒潮域の相模湾で
はほぼ周年産卵が見られたのに対して、北
海道海域では大型の卵巣に蓄積されたエネ
ルギーが夏季に集中的投下されていること
がわかった。カタクチイワシが繁殖生態を
各海域の環境特性に調節的に適応させてい
る結果と考えられた。 
 
(2) 資源変動に応じてカタクチイワシの生
物特性はどのように変化するのか、海域に
よって変動傾向に差があるのか、また生物
特性値は海域によって異なるのかなどにつ
いて整理された知見はない。本課題では親
魚の繁殖特性の時空間的変異を概観するこ
とを目的とし、1964～2009 年のデータを
用いて体長、体重、肥満度、GSI および生
殖腺重量を資源量水準の異なる年代間と海
域間で比較した。三重県から青森県に水揚
げされた標本の測定データを収集し、解析
には 1964年～2009年の精密測定標本の被
鱗体長、体重、生殖腺重量を用いた。神奈
川～三重県を東海、千葉～福島県を常磐、
宮城～青森県を三陸とまとめて解析した。
資源量水準は太平洋北区の漁獲量変動によ
って、1 万トン以下となった 1976-86 年を
低水準期、5 万トンを超えた 1998-2007 年
を高水準期、1964-74 年を中水準期とした。
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GSI≧1.7 を成熟個体とみなして月別の成
熟個体の割合を求め、成熟個体の割合が高
い 3 ヶ月を産卵盛期とした。親潮系冷水域
の三陸海域では、資源密度に応じた生物特
性変化は見られなかったが、東海と常磐の
両海域では、資源量が増大すると、体長と
体重も増加した（図 1）。資源水準にかかわ
らず、三陸、常磐の両海域のカタクチイワ
シの平均体長、体重、GSI および生殖腺重
量は、東海海域のそれよりも高い値を示し
た。カタクチイワシでは、密度依存的な体
サイズ変動は見られず、常磐や東海では、
逆に資源量高水準期に体サイズや生殖腺が

大きくなった。これらのことは、環境が好
転するとカタクチイワシの体サイズが増加
し、それが資源量増大に寄与するという可
能性を示している。 
 
(3) 三陸・道南・道東沖合域において 2011
年と 2012 年の夏季に、親潮系冷水域で発
生する卵仔魚の分布と成長を調べた。卵が
採集された表面水温の最低値は 15.9℃で、
親潮系冷水域における本種の産卵水温は、
黒潮系暖水域と近似することがわかった。
親潮系水・黒潮系水・対馬暖流系水域にお
ける 1980–2015年 5–10月の卵仔魚採集デ
ータを解析して、資源量水準と卵仔魚分布
の関係を調べた。また本海域における仔稚
魚の成長をで調べた。三陸沿岸域で卵分布

密度が急増したのは本種太平洋系群の資源
量が高水準となった 1990年より後の 1992
年であったことから、親潮系冷水域への産
卵場の拡大は資源量増加の結果として起こ
ったと考えられた。資源量高水準期には 6–
8 月に本種の産卵が集中すると考えられた。
孵化日組成から、宮古湾における仔稚魚は
三陸・道南・道東沖合域で発生した群と考
えられた。茨城県大洗漁場で仔稚魚を採集
し、親潮系冷水域の中でも黒潮系暖水の影
響が強い水域における仔稚魚の成長を調べ
た。仔稚魚の体長に対する頭長と耳石半径
の相対成長は季節変化し、環境履歴の異な
る仔魚群の混在が示唆された。以上のよう
な結果から、親潮系冷水域は本種の産卵
場・成育場として機能していることがわか
った。 
 
(4) 本研究によって得られた知見を総括す
ると以下のようになる。親潮系冷水域のカ
タクチイワシ資源は、季節的な昇温によっ
て東北･北海道海域に夏季に出現する産卵
適水温帯で、春季に蓄積したエネルギーを
用いて集中的に産卵する capital breeder
的な産卵生態を持つ。孵化した仔魚は南西
に向かう流れによって東北沿岸域へと輸送
され、黒潮域に比べると低水温の環境下な
がら高い成長速度を達成して資源に加入す
る。これらの加入群は、黒潮続流によって
運ばれてくる黒潮系暖水域生まれた群と、
津軽海峡を越えて来遊する対馬暖流系群と
混在して、太平洋北区のカタクチイワシ資
源を構成する。資源量変動はこれら 3 群の
構成比率の変動を伴って起こる。 
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図 1. 体長、体重、肥満度、GSI、および生殖
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から 3 の数字で示す。 
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